（様式３）
日中サービス支援型指定共同生活援助　事業評価（計画）シート

	設置主体
	名称
	特定非営利活動法人にじの橋
	報告日
	　　令和７年12月11日

	
	所在地
	霧島市国分中央５丁目13−74―7
	
	

	事業所
	名称
	にじの橋ここ
	評価日
	　　令和８年3月11日

	
	所在地
	霧島市国分福島２丁目33-7
	
	




	事業所の運営方針
	(運営規程の抜粋等を記入)
障がいのある方がいきいきと活動している姿を日常的に目にするような街になったとき、障がいのある方への市民理解は、飛躍的に向上し、その活動への参加も得られるようになるものだと考える
利用者が地域において共同して自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、当該利用者の身体及び精神の状況並びにその置かれている環境に応じて、共同生活住居において入浴、排せつ及び食事等の介護、相談その他の日常生活上の支援を適切に行うものとする。

	事業内容
	○事業所開設日　　令和８　年　４　月　１　日
○配置職員数　　管理者　１人、サービス管理責任者　１人、世話人　1.9人、生活支援員　2.2人、
夜間支援従業者　0.8　人
○利用定員　　共同生活援助　　7人、短期入所定員　1　人　　
○利用者数　　8　人　　（共同生活援助７名、短期入所１名）
内訳　障害支援区分　非該当　　0人、区分１　　0人、区分２　　1人、区分３　　0人、
区分４　　1人、区分５　　2人、区分６　　4人
　　　　年齢　　　　　29歳まで　　2人、30歳代　　　5人、40歳代　　　0人、
50歳代　　　1人、60歳以上　　0人　　



	項目
	評価の視点
	事業所記入欄（具体的な内容）
	協議会記入欄（要望、助言、評価）
【問題がない場合は☑にチェック】

	地域に開かれた運営
	実習生やボランティアを受け入れているか。
	（受入人数)　
　1人/年間（想定）
（受入計画）
　牧之原特別支援学校より実習生受入
　地域中学校の職場体験の受け入れ
	☑　問題なし

	
	地域住民との交流の機会が確保されているか。
	（交流機会の計画）
事業所にて地域住民も参加可能なイベントの開催
自治会への加入並びに活動
地域連携推進会議の開催

	☑　問題なし

	短期入所の併設
	地域で生活する障害者を積極的に受け入れているか。
	（利用者数)
年間　延べ人数　50　人（想定）

	☑　問題なし
委員：対象者の障害種別と、短期入所の定例・緊急利用の人数について教えていただきたい。
事業所：主に知的障害と精神障害の方が中心である。短期入所は契約者数が14名で、そのうち月に5〜8名程度が定期的に利用されている。緊急受け入れの実績は、この14名の中に含まれる形で4名いる。


	
	緊急的利用のニーズに対応しているか。
	（緊急受入人数)　
1人　（想定）
（緊急受入計画）
事案ごとの適時対応
家族の急な入院のよる介護者の不在、虐待事案など
	☑　問題なし



	項目
	評価の視点
	事業所記入欄（具体的な内容）
	協議会記入欄（要望、助言、評価）
【問題がない場合は☑にチェック】

	常時の支援体制
	日中、土日を含めた常時の支援体制の確保
	（体制等計画）
３６５日２４時間の職員配置
法人内の看護スタッフのオンコール、医療連携にて緊急時の対応
	☑　問題なし

	支援の実施
	重度化・高齢化等で日中をホーム内で過ごす利用者への支援はどのようにしているのか。
	（支援内容の計画）
日常生活上の入浴排泄食事等の介護、支援の実施
余暇活動の支援
	☑　問題なし

	
	利用者が充実した地域生活を送るため、外出や余暇活動等の支援に努めているか。
	（外出や余暇活動の計画）
近隣商業施設の利用
地域行事への参加
創作活動の提供
	☑　問題なし

	
	支援の質の確保に努めているか。(資格取得、研修等)
	（取得した資格、参加した研修名とその人数等）
サービス管理責任者実践研修
強度行動障害者従事者研修
虐待・権利擁護研修
福祉サービス苦情対応研修
障がいのある人を支援する防災研修会
外部講師招いて行動特性理解研修（社内研修　年に6回程度）
	☑　問題なし
委員：声を上げられない方への虐待に対する体制や対策は、具体的にしっかりと構築しておいた方が良いと考えるがどうか。
事業所：共有スペースにはカメラを設置しているが、居室まではプライバシーの観点から撮影できない。そのため、毎月の研修等で啓発活動を行い、十分に注意を払いながら対策を講じていきたいと考えている。

	
	体験的利用のニーズに対応しているか。
	（体験利用人数)　
　1　人
（体験利用の計画）
　空室の状況と加味して希望があれば積極的に体験利用の提供を実施する
　入院患者が退院し、地域での生活復帰に向けての地域移行を利用する時
	☑　問題なし





	項目
	評価の視点
	事業所記入欄（具体的な内容）
	協議会記入欄（要望、助言、評価）
【問題がない場合は☑にチェック】

	適切な支援の提供
	指定計画相談支援事業者を別法人等で確保しているか
	（別法人等の指定計画相談支援事業所の確保）
別法人等の計画相談の確保（ 8  ）人中(　8　)人

（確保している主な計画相談事業所）
自法人で相談支援事業所を実施していないため、相談事業所と連携していく

	☑　問題なし

	その他
	事業所で上記の項目の他、又は独自で取り組んでいることはあるか。
	（取組内容等）
法人にてフラダンス部を設置し、地域のイベントなどで披露する機会をつくっている

	☑　問題なし

	協議会からの要望・助言への対応（2回目以降）
	要望、助言に誠実に対応しているか。
	（要望・助言の内容及びその対応）
※対象外
	□　問題なし


※事業指定の申請の際は、「事例」を「計画」と記載してください。
